
(3)　がん検診概要

胃がん検診

子宮がん検診

肺がん検診

乳がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診



胃がん検診

総合健診センター 表 １　受診者数及び要精検者数

附属あおもり健康管理センター

合　計

図 １　受診者数　（男女別） 図 ２　年齢階層別受診状況

図 ３  年齢階層別受診率　（平成26年度～令和元年度）

40代

831事業所及び個人受診者15,143人と、ドックで 4,592人、健康管理センターで 12,211人の計

31,946人を実施した。前年度に比べて､164人 (0.51％ )の減少 となった。

また、受診者の6.3％にあたる1,999人が要精検となり前年度より0.1ポイント高い要精検率となって

いる。年間の実施日数は1,502日（前年より45日の増加 ）で、一日当たり21.3人を実施した（表１）。

受診者総数31,946人を男女別でみると、男性20,808人（65.1％）、女性11,138人（34.9％）で、

男性は前年度比で同ポイ ントとな り、全体の 約7 割を占め て い る（ 図１ ） 。

年 齢 階 層 別 で は 、 40 代 11,927 人 （ 37.3 ％ ） 、 50 代 10,647 人 （ 33.3 ％ ） 、 60 代 4,600 人 （ 14.4 ％ ）

の順となっている(図２)｡ 過去６年間の推移をみてみると60代以降では上昇傾向を示し、50代ではほぼ

横ばいに推移しているが、40代、30代以下では下降傾向を示している点が気がかりなことである（図３）。
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<精検受診状況>

（表３）（表４）（表５）。

図 ４　精検受診状況 表２　精検受診状況（男女別）

表３　主 な 発 見 疾 患

8 2

3

11 2

表４　発見がん（年齢階層別・男女別・早期進行別）

男 1 0 1

女 1 0 1

男 1 0 1

女 1 1 2

男 6 1 7

女 0 0 0

男 1 0 1

女 0 0 0

男 0 0 0

女 0 0 0

男 9 1 10

女 2 1 3 13

11 2

要精検者1,999 人のうち精検受診者は1,455 人（72.8 ％）で（図４）、前年より0.9 ポイント 減の
精検受診率となった。男女別の精検受診率は、女性の79.7％に対し、男性は70.7％と女性より
9.0ポイントも低かった（表２）。また、実施主体別で見ると、市町村の精検受診率84.2％に比べ、
事業所の精検受診率は72.7％、ドックでは73.3％で11.5ポイントと10.9ポイント低かった（表３）。

精検受診者の主な発見疾患は、胃がん発見数13人（0.04％）のうち早期がん11人、進行がん2人
で 、 胃 ポ リ ー プ 194 人 （ 0.61 ％ ） 、 胃 潰 瘍 36 人 （ 0.11 ％ ） 、 胃 炎 725 人 （ 2.27 ％ ） な ど で あ っ た

要精検者数 精検受診者数 (%)

男　性 1,545 1,093 (70.7)

女　性 454 362 (79.7)
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子宮がん検診

総合健診センター 表 １　受診者数及び要精検者数（頸がん）

附属あおもり健康管理センター

合　計

248事業所及び個人受診者 1,724人と、ドックで 1,576人、健康管理センターで 1,307人の計 4,607人

に実施した。なお、頸部受診者の 2.3％に当たる 104人が要精検となり、前年より 0.4ポイント増の

要 精 検 率 と な っ た ( 表 １ ) 。

検査方式別では、出張検診及び施設（センター）で 3,031人 （ 65.8％）、ドックで 1,576人 （ 34.2％）

であった（図１）。前年に比べて、出張検診及び施設（センター）で120 人の増 、ドックで 65人の減で

計 55 人 の 増 加 で あ っ た 。

また、一次検診における主な発見疾患は、子宮筋腫 68人（ 2.1％）、ポリープ54人(1.6%)などであった。

受 診 者 数 要精検者数 (%) 実 施 日 数
一日当たり
実 施 数

施　　　　設 1,260 34 (2.7) 18 70.0

出 張 検 診 464 12 (2.6) 8 58.0

ド　ッ　ク 1,576 37 (2.3) 103 15.3

計 1,724 46 (2.7) 26 66.3

合　　　計 3,300 83 (2.5) 129 25.6

計 1,307 21 (1.6) 39 33.5

施　　　　設 1,307 21 (1.6) 39 33.5

施　　　　設 2,567 55 (2.1) 57 45.0

出 張 検 診 464 12 (2.6) 8 58.0

ド　ッ　ク 1,576 37 (2.3) 103 15.3

計 3,031 67 (2.2) 65 46.6

図 １　方式別受診状況

前　年　度 4,552 88 (1.9) 173 26.3

合　　　計 4,607 104 (2.3) 168 27.4

出張検診
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55.7%

ドック
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34.2%
受診者数

4,607人
(100%)
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表 ３　一次検診における発見疾患

(
)

<精検受診状況>

表 ４　精検受診状況（頸部）

表 ５　発見頸がん（進行別・年齢階層別）
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子 宮 が ん （ 頸 部 ） 検 診 の 要 精 検 者 104 人 の う ち 精 検 受 診 者 95 人 （ 91.3 ％ ） で 、 前 年 に 比 べ て

11.8ポイント上回った（表４）。

精 検 の 結 果 、 頸 が ん が 1 人 で 、 上 皮 内 が ん が 0 人 で あ っ た （ 表 ５ ） 。

54 68 4合　　計 3,300

ま た 、 体 部 検 診 該 当 者 は い な か っ た 。

要精検者数 精検受診者数(%) 発 見 が ん

出張検診 12 12 (100.0)

施　　設 55 52 (94.5)

ド ッ ク 37 31 (83.8) 1

合　　計 104 95 (91.3) 1

上皮内がん 浸潤がん 合　計

前 年 度 88 70 (79.5) 1
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合　計
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肺がん検診

健診センター 表 １　受診者数及び要精検者数

区分

主体別
0

0

0

0

附属健康管理センター
0

合　計

2

図 １　受診者数　（男女別） 図 ２　年齢階層別受診状況

図 ３  年齢階層別受診率　（平成26年度～令和元年度）

40代
50代

事業所及び個人受診者15,170人 と、ドックで5,142人、健康管理センターで897人 の計

21,209人 を実施した。前年度に比べて、220人 （1.0%）の減少となった。受診者の1.8％ にあたる

377人 が要精検となり、前年度より0.2ポイント下回った。また、肺がんＸ線撮影受診者21,209人 の

うち、ハイリスク・グループを対象に実施した喀痰細胞診検査は、事業所の対象者1,197人 のうち

検査者1,183人 （98.8％） となり前年度と比べ0.3ポイント低く、ドックでは100％の回収となった。

　なお、年間の実施日数は789日（前年より38日減 ）で、一日当たり26.9人 を実施した（表１）。
受診者総数21,209人 を男女別でみると、男性14,390人 （67.8％）、女性6,819人 （32.2％）

と男性が多く、女性の約2.1倍 であった（図１）。

年齢階層別では、40代7,327人 （34.5％）、50代6,359人 （30.0％）、30代以下4,029人 （19.0％）

の順となっている（図２）。過去の推移をみてみると、60代、70代が上昇を示しており、30代、40代　　　　　

は減少傾向がみられる（図３）。
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<精検受診状況>

図 ４　X線・CT精検受診状況 表２　X線・CT精検受診状況（男女別）

表 ３　主　な　疾　患

区分

主体別

表 ４　確定がん　（年齢階層別・男女別・早期進行別）X線(CT含む)

区分 進　　行　　が　　ん

年齢別
～ 39

40 ～ 44
45 ～ 49
50 ～ 54
55 ～ 59
60 ～ 64
65 ～ 69
70 ～ 74
75 ～ 79
80 ～

男　性 261 217 (83.1)

女　性 116 97 (83.6)

　Ｘ線撮影で要精検となった377人 のうち精検受診者は314人 （83.3％） で（図４）、前年と比べ

 4.2ポイント減少であった。男女別の精検受診率は、男性の83.1％ に対し、女性は83.6％ と

男性より0.5ポイント高かった（表２）。実施主体別でみると、ドック75.2％、事業所は89.1％ であった。

　また、精検受診者の主な疾患は、肺がん2人、肺がん疑23人、他呼吸器110人 であった。

　喀痰細胞診検査については要精検者はいなかった。

要精検者数 精検受診者数 (%)
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乳がん検診

総合健診センター 表 １　受診者数及び要精検者数・経過観察者数

附属あおもり健康管理センター

合　計

ドックでは乳房超音波検査とＸ線を用いた画像診断としている

<精検受診状況>

図 １　乳がん検診精検受診状況 表 ２　主　な　発　見　疾　患

3 1

7

10 1

図 ２　発見乳がん（早期進行別・年齢階層別）

222事業所及び個人受診者1,112人と、ドックで1,950人、健康管理センターで1,080人の計

4,142 人 を 実 施 し た 。 前 年 度 に 比 べ て 33 人 （ 0.8 ％ ） の 減 と な っ た 。

受診者の7.3％にあたる304人が要精検となり前年度比で0.1ポイント高くなった。なお、年間の
実施日数は318 日で、一日当たり 13.1 人を実施し た。

受診者のうち乳房画像診断のみの者は4,175人 （100.0％）であった。

視触診＋画像 実施数

出張検診
事業所

269 19 (7.1) - 269 -

実施主体
乳がん検診 検査方法 実施

日数
一日当たり

受診者数 要精検者数 (%) 視触診のみ 画像診のみ

17 15.8
施　　設 843 65 (7.7) - 843 - 73 11.5
ド　ッ　ク 事業所 1,950 165 (8.5) - 1,950 - 116 16.8

合　　　　　計 3,062 249 (8.1) - 3,062 - 206 14.9

施　　設 1,080 55 (5.1) - 1,080事業所 - 100 10.8
計 1,080 55 (5.1) - 1,080 - 100 10.8

出張検診
事業所

269 19 (7.1) - 269 - 17 15.8
施　　設 1,923 120 (6.2) - 1,923 - 173 11.1
ド　ッ　ク 事業所 1,950 165 (8.5) - 1,950 - 116 16.8

合　　　　　計 4,142 304 (7.3) - 4,142 - 306 13.5
- 318 13.1

乳 が ん 検 診 で の 要 精 検 者 304 人 の う ち 精 検 受 診 者 は 286 人 （ 94.1 ％ ） で （ 図 １ ） 、 前 年 と 比 べ

て 1.7 ポ イ ン ト の 増 と な っ た 。 精 検 受 診 者 の 主 な 発 見 疾 患 は 、 乳 が ん 発 見 数 11 人 （ 0.3 ％ ）

のうち早期がん10人、進行がん0人、不明1人で、乳腺腫瘍6人 （1.0％）、乳腺症26人 （9.1％）などで

前　　年　　度 4,175 301 (7.2) - 4,175

乳

腺

症

線

維

腺

腫

そ

の

他

異

常

な

し

あ っ た （ 表 ２ ） （ 図 ２ ） 。 ま た 、 マ ン モ グ ラ フ ィ ＋ 乳 腺 超 音 波 受 診 者 は 1,442 人 （ 34.8 ％ ） で 、 そ の う ち

要 精 検 者 は 138 人 、 精 検 受 診 者 は 127 人 (92.0%) 、 が ん 発 見 数 は 4 例 (0.3%) で あ っ た 。
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大腸がん検診

総合健診センター 表 １　受診者数及び要精検者数

附属あおもり健康管理センター

合　計

年齢階層別では、40代13,364人（33.4%）、50代12,723人（33.1%）、30代以下5,504人（14.3%）の順

948事業所及び個人受診者18,760人と、ドックで5,038人、健康管理センターで14,666人の計

38,464 人 を 実 施 し た 。 前 年 度 に 比 べ て 、 1,283 人 （ 3.45% ） の 増 加 と な っ た ｡ 受 診 者 の 4.2% に

あたる1,607人が要精検となり､前年比で0.1ポイント低くなっている（表１）｡

受 診 者 総 数 38,464 人 を 男 女 別 で み る と 、 男 性 24,307 人 (63.2%) 、 女 性 14,157 人 （ 36.8% ）

で 、 男 性 が 約 6 割 を 占 め て い る （ 図 １ ） 。

となっている（図２）。過去６年間の推移をみてみると、60代、70代は連続して上昇傾向を示しているが

30 代 以 下 、 40 代 は 下 降 傾 向 、 50 代 は 直 近 ３ 年 間 で は 横 ば い と な っ て い る （ 図 ３ ） 。

出　張　検　診 施　　　設 ド　ッ　ク 合　　　計

受診者数
要精検者数

受診者数
要精検者数

受診者数 受診者数
要精検者数

（％） （％） （％） （％）
要精検者数

事　業　所 11,229
448

7,531
306 207

23,798
961

(4.0) (4.1) (4.1) (4.0)
5,038

事　業　所 3,765
163

10,901
483

* 14,666
646

(4.3) (4.4) (4.4)
*

合　　　計 14,994
611

18,432
789 207

38,464
1,607

(4.1) (4.3) (4.1) (4.2)
5,038

前　年　度 14,410
623

17,851
789 203

37,181
1,615

(4.3) (4.4) (4.1) (4.3)
4,920

30代以下

70代

図 １　受診者数　（男女別） 図 ２　年齢階層別受診状況

 図 ３  年齢階層別受診率　（平成26年度～令和元年度）
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図 ４　精検受診状況

表３　主 な 発 見 疾 患

15 5

6 1

21 6

表４　発見がん（年齢別・男女別・早期進行別） 図５　発見がん（早期進行別・年齢別）

男
女
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女
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女
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女
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女
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<精検受診状況>

要精検者1,607人のうち精検受診者は1,109人 （69.0％）で（図４）、前年に対し2.2ポイント
低くなった。男女別の精検受診率は、女性の71.2％に対し、男性は68.1％と若干の差はあった
（表２）。また、実施主体別で見ると事業所の精検受診率 （69.0％）が、市町村の精検受診率
（81.5％）に比べ12.5ポイント低かった 。

精検受診者の主な発見疾患は､大腸がん発見数27人(0.07%)､うち早期がん21人、進行がん6人で､
大 腸 ポ リ ー プ 568 人 （ 1.48% ） ､ 大 腸 憩 室 63 人 （ 0.16% ） な ど で あ っ た （ 表 ３ ） （ 表 ４ ） （ 図 ５ ） 。

表２　精検受診状況（男女別）

要精検者数 精検受診者数 (%)

男　性 1,125 766 (68.1)

女　性 482 343 (71.2)

計 1,607 1,109 (69.0)
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前立腺がん検診

健診センター 表　１　　受診者数及び要精検者数

附属あおもり健康管理センター

合計

 

区分 正　常

4.0 未満 4.0～10.0 10.1～20.020.1～50.0 50.1以上

50 50

500 499 1

1,704 1,693 10 1

3,235 3,150 77 7 1

2,831 2,679 133 15 2 2

1,441 1,344 87 7 3

282 248 31 1 2

10,043 9,663 339 31 6 4

 〈精検受診状況〉

表 ３   　　主　　な　　発　　見　　疾　　患

25 5 4

1 2

26 7 4

表４　発見がん　（年齢別・早期進行別） 図２　発見がん　（早期進行別・年齢別）

早期 進行 不明 合計

3 2 1 6

10 3 1 14

12 2 1 15

1 1 2

26 7 4 37

172 事 業 所 及 び 個 人 受 診 者 4,964 人 と 、 ド ッ ク で 2,921 人 、 健 康 管 理 セ ン タ ー で 2,158 人 の 計

10,043 人 を 実 施 し 、 前 年 度 よ り 634 人 （ 6.7 ％ ） の 増 だ っ た 。 ま た 、 受 診 者 の 3.8 ％ に あ た る 380 人 が

要 精 検 と な っ た 。 な お 、 年 間 の 実 施 日 数 は 980 日 で 、 一 日 当 た り 10.2 人 を 実 施 し た （ 表 １ ） （ 表 ２ ） 。

実 施 に あ た っ て は 原 則 と し て 50 歳 以 上 を 検 診 の 対 象 者 と し た 。

年齢階層別では、50代3,235人(32.2％)、60代2,831人(28.2％)、70代1,441人(14.3％)、40代1,704人(17.0％)、

80 代 以 上 282 人 (2.8 ％ ) 、 39 歳 以 下 550 人 (5.5 ％ ) と な っ て い る （ 図 １ ） 。

出張検診 施　　 設 ド　ッ　ク 合　　 　　計 一日あたり

受診者数
要精検者数

事　業　所 4,208
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34
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実施日数

（％） （％） （％） （％） 実 施 数
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受診者数

要精検者数
受診者数

要精検者数

71
7,885

297
713 11.1

(4.6) (4.5) (2.4) (3.8)

267 8.1
(4.6) (3.7) (3.8)

事　業　所 395
18

1,763
65

*

合計 4,603
210

2,519
99

2,921

* 2,158
83

2,817

71
10,043

380
980 10.2

(4.6) (3.9) (2.4) (3.8)

受診者数
要　精　検

年齢別

    ～ 29

(4.5) (4.5) (2.9) (4.0)

表 ２　年齢階層別要精検者数 図 １　年齢階層別受診状況
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要精検者380人のうち精検受診者は277人（72.9％）であった。精検受診者の主な発見疾患は、前立腺がん

発見数37人（0.4％）のうち早期がん26人、前立腺肥大症112人（1.1％）などであった（表３）（表４）（図２）。
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